
平成24年度　補助事業・寄付等一覧
平成25年5月作成　NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク
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岩手県 新しい公共の場づくりのためのモデル事業 【補助額 7,453,343円】

「元気な仕事づくり事業」

農水省 食と地域の交流促進対策交付金事業 「田舎で働き隊」 【補助額は以下の通り】

①住田町農業の福祉利用に取り組む会（研修先：ＮＰＯ法人カトレア） 500,000円

②遠野市地区人材育成協議会（研修先：アサヒ農園） 500,000円

③遠野市新しいＧＴ促進人材を育成する会（研修先：満福農園） 500,000円

農水省 食と地域の交流促進対策交付金事業 【補助額は以下の通り】

①遠野ふるさと体験協議会（遠野市） 2,200,000円

②住田ふるさと体験協議会（住田町） 773,490円

③奥松島ふるさとづくり協議会（宮城県東松島市） 1,491,139円

④阿仁ふるさと体験協議会（秋田県阿仁町） 1,957,050円

実施内容）

①女性の手仕事（EAST LOOP)に拡大と男の手仕事(竹の製品）の創出

②新規起業者の発掘及び支援

・当法人のネットワークを活用し、起業者を発掘、ＣＢ・ＳＢの取り組み支援

・ホームスティの取り組み、ＧＴ等の訪問者の受け入れ先発掘

実施内容）

４つの地域の住民が主体となり震災支援活動をしながら、グリーン・ツーリズムの旅行商品の造成や都市農村交流の拡

大を推進する。

実施内容）

首都圏等からの新規就農者及び震災による離職者の雇用対策。各地区1名程度の研修生が半年近くの研修（月20日ほど）

を行った。遠野山里ネットが各研修先や研修生の各種サポート。

実施内容）

経済産業省が実施する被災地における女性の雇用の創出を拡大を目指す事業。事業モデルやノウハウを移

認定ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センター 【委託額14,400,000円】

実施内容）

１）復興に寄与する6次産業起業育成のための「座学」「ＤＶＤ講習」「実地研修」「起業プラン作成」などの内容の180時間研修を実施。研修生は118名。テー

マは２つ。「①農村民泊レベルアップ講座」は余暇行動に対応した滞在サービスを提供できる人材の育成。「②農村の６次産業起業人材育成講座」は農林漁業、

加工・食品製造・販売流通を通した地域複合アグリビジネス。

２）起業コンペを実施し、宮城県・岩手県内の23名の起業家が生まれた。

経済産業省 地域新成長産業創出促進事業 【補助額 7,453,343円】

宗教法人真如苑 【助成額 3,000,000円】

事業内容）

年間53回実施。延べ1,105人。仮設住宅やその周辺の自宅避難などの被災地に居住している方々を対象に（1回20名）を遠野市内へバスで移送し、日帰りで「入

浴」「昼食」「自由時間」「買い物」（「被災者の心身のリフレッシュ」「仮設入居後のコミュニティ形成の場の提供」となることが目的の事業。

使用用途）

事業実施に関する人件費：62,320円、受け入れ事業費（バス賃借料、入浴施設利用料、参加者の昼食などの食糧費、需用費）2,890,100円 残額：47,580円

平成24年度 NPO法人遠野山・里・暮らしネットワークへの寄付

5/28宮川紀子様、5/28LOVE forest、8/22ミリオン・ダラー・ラウンド・テーブル、10/18早稲田実業学校高等部、1/28宮川紀子様、2/12啓明学園、ブラディーボ

3/4早稲田実業学校高等部、3/18プルデンシャル生命保険株式会社、3/21ブラディーボ

【寄付総額 578,865円】

使用用途

期首残高） 1,275,754円

支出総額） 1,502,526円 （被災沿岸地復興支援活動、灯油支援等）

繰越金額） 352,093円

大阪よどがわ市民生活協同組合
「東日本大震災後方支援事業」

【車輌寄付】

使用用途）

被災地沿岸地での物資輸送車両


